
三原市の少⼦化対策
（⼦育て⽀援）の取組

広島県三原市



三原市のデータ

【広島県三原市】
世 帯 43,262世帯 ※数値はいずれもR5.7.31時点。

⼈ ⼝ 88,372⼈
・ 年少⼈⼝（0〜14歳） 9,573⼈（10.8%）
・ ⽣産年齢⼈⼝（15〜64歳） 46,941⼈（53.1%）
・ ⽼年⼈⼝（65歳〜） 31,858⼈（36.0%）



⼦育て⽀援 と⼥性活躍
を組織横断で検討（R2年度〜）

企画 商⼯労働 保健福祉 ⼦育て ⼈権推進

市⻑

背景



○本市では，出⽣数が10年間で約３割減少，その後も続く

出典︓⼈⼝動態統計

○⼥性活躍に向けた社会の動き
2015
(H27)

⼥性の職業⽣活における活躍の推進に関する法律（⼥性活躍推進法）が成⽴

2019
(R1)

⼥性活躍推進法等の⼀部を改正する法律が成⽴

2020
(R2)

労働者数301⼈以上の事業主⾏動計画の策定・情報公表の義務化

2022
(R4)

上記の義務化が，労働者数101⼈以上〜300⼈の事業主に拡⼤
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20歳代⼥性の有配偶率は
⾼いが，30歳代⼥性で
全国平均に近づく。

第１⼦の有配偶出⽣率が
全国平均よりも低く，第２
⼦・第３⼦への影響が懸
念。

グラフ作成︓公益財団法⼈ 中国地域創造研究センター

本市の出⽣に関する状況



作成︓公益財団法⼈ 中国地域創造研究センター



出典︓広島県版 合計特殊出⽣率「⾒える化分析」（広島県 平成31年３⽉）



 全国・県平均に⽐べ，第１⼦有配偶出⽣率が低い

 特に，25-39歳の第１⼦への⽀援が必要
⇒出⽣を希望しているにも関わらず，何らかの要因によって希望が叶っていない状況があると
するなら，その⽀援（障壁を取り除くこと）こそ⾏政の役割ではないか。

 30代⼥性の有配偶率の低下

⇒こうした課題への対応は，第２⼦以降の希望を叶えることにも
つながるのでは。

出⽣に関する本市の課題



︖︖ なぜ第１⼦有配偶出⽣率が低い ︖︖

課題の要因

若年層が市内から減り，第１⼦が増える機会が減少している︖要因①

出典︓三原市住⺠基本台帳⼈⼝

【男性】 【⼥性】

 20~30歳代は，10年前と⽐べ男性で24.1%，⼥性で28.1%減少。
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課題の要因

有配偶の⼈⼝が減っている︖要因②

出典︓国勢調査

未婚率の推移（男性）

 男性・⼥性ともに未婚率が年々上昇。

︖︖ なぜ第１⼦有配偶出⽣率が低い ︖︖

未婚率の推移（⼥性）



課題の要因

何らかの障壁によって第１⼦が増えにくくなっている︖要因③
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⼀般不妊治療費 特定不妊治療費 不育治療費

【三原市不妊治療費等補助件数の推移】

出典︓三原市こども安⼼課

 不妊治療費等補助の活⽤件数が伸びている。

︖︖ なぜ第１⼦有配偶出⽣率が低い ︖︖



課題解決に向けて

結婚出会い

妊娠期

出産

産後⼦育て期

妊娠前 第１⼦への
不安や障壁を

軽減

※平均初婚年齢︓29.6歳
※第1⼦出⽣時の年齢︓30.7歳

平均︓29歳以降

【第１⼦誕⽣までのライフイベント】



令和３年度の取組





㈱ファミワンとの連携

妊活⽀援セミナーを開催
■当事者向け︓

11/8（全国），12/11（三原限定）
■管理職や周囲の⽅向け︓

11/22（全国），12/13（三原限定）

市⻑の定例記者会⾒の様⼦（R3.10.25）



＜セミナーの結果＞

11/8（全国） 6名参加
12/11（三原限定） 11名参加

■当事者向け

 ⾃分の知らなかった観点からの考え⽅を知ることができた。
 相談しやすい関係づくりに向けて、まずは知ることに取り組むことができた。
 学びが多く、有意義なセミナーでした。現場の声と組織との橋渡しをしていければと思います。
 妊活を知ることが⾃分の為にもなるし、周囲への理解にもつながると思います。
 市⺠の皆さんが抱える課題や困難に寄り添い、フェムテックをはじめとしたテクノロジーなども
活⽤しながら解決に向けた取組を推進できるよう、引き続き検討を進めたいと思います。

■管理職や周囲の⽅向け

■参加者の声

11/22（全国） 19名参加
12/13（三原限定） 22名参加



ユニ・チャーム㈱との勉強会＆
NHK広島放送局からの取材

勉強会︓11/18（⽊）職員17名参加
経営企画課，地域企画課，保健福祉課，児童保育課，
⼦育て⽀援課，商⼯振興課

番組放送︓NHK総合（広島県向け）
12/10（⾦） ， 12/21（⽕）

NHKBS１（全国）
2/2（⽔）



令和４年度の取組



三原市健康LINEサポート事業

三原市こども安心課 すくすく係

～共に活躍できる環境づくりを目指して～



妊娠届出数と発行時の年齢
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不妊治費補助件数は増加傾向
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三原市不妊治療費等補助件数年次推移

⼀般不妊治療費 特定不妊治療費 不育治療費

⼈

仕事をしながら治療していると，仕事を続けるべきか
妊活を続けるべきか悩む時がくる

治療していることを周囲に知られたくない

もっと早く考えておけばよかった

なぜ，年齢制限があるの

誰に相談していいのかわからない

治療費の助
成はしている
けれど



不妊相談だけでいいのか？
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産後うつ病リスク（EPSDS9点以上）が
ある割合

予期せぬ妊娠

ハイリスク妊婦の増加

産後うつ傾向の⼈が増えている

「もう，若い時のようにパフォーマンスがあがらない」
仕事続けられるかなあ・・・

男性の相談先はあるの?⽣理のこと知ってる︖



妊活以外にもサポートが必要

•思春期の悩み、性と健康
•⽉経トラブル
•妊娠中、産後のケア
•産後うつ
•夫婦のコミュニケーション
•更年期のからだと不快な症状
•⽼年期の悩み
•⼦育ての悩み

•学⽣・就労している⼈からの相談は少
ない
→夜間に相談できる体制整備

• デリケートな内容が多い
→匿名でも相談しやすい体制整備

・個々の状況に合わせた専⾨家から
のアドバイスがほしい
→専⾨家に相談できる体制整備



悩みをLINEで解決！

対象者 ： 三原市民

利用料 ： 無料（回数制限なし）

相談内容

①妊活・不妊治療（タイミング療法，体外受精
等）

②月経トラブル（生理痛，PMS，ピルについて
等）

③更年期症状（イライラ，不眠，精神神経症 等）

④メンタル（強いストレス，夫婦のコミュニケー
ション等）

⑤育児相談（ひとりで悩まない 等）

※R5年度～対応職種

医師，看護師（不妊症認定看護師），胚培養士（受
精

卵を扱う専門職），臨床心理士 等

他 株 事業委 実施

（１）チラシに記載のQRコー
ドを読み取り，LINE友達登録

（２）クーポンコードを入力

（３）LINEを利用して基本情
報・相談内容を入力

（４）専門家チームが，情報
提供
※回答には２,３日かかります。

相談手順



利用者の９０％以上

は女性が占める。

登録者数 ８１名（相談利用人数 ４７
名）

延相談利用数 ８２件
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相談利用者年代
は，

30代が最も多い。

男性利用促進が課題。
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相談内容（令和４年度）
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評価

８割の⼈が「満⾜」「まあ満⾜」と回答

妊活中でなくても使いやすくしてほしい



LINE相談のメリットと課題

• 24時間365⽇相談できる。
• ⾃分のタイミングで相談できる。
• 匿名で相談できる。
• 場所を選ばすどこからでも相談ができる。
• 専⾨家がチームを組んで対応してくれる。
• 地域の資源を紹介してくれる。
• 定期的にセミナーを受けることができる。
• 市⺠は回数制限なく無料で相談できる。

・登録者の増加
・学⽣の登録者の増加
・男性の登録者の増加
→周知⽅法と媒体の再検討

メリット 課 題



ヘルスリテラシーの向上に向けて
～充実したセミナー～



今後に向けて

プレコンセプションケア

そのためにも

相談のしやすさ
⾃分のことも相⼿のことも⼤切にする知識・意識
ヘルスリテラシーの向上

妊活や更年期に悩む⼈だけでなく、若い世代が将来の⼈⽣設計を考えて、⽇々の⽣活や健
康と向き合うことができるよう、早い段階から正しい知識をもって、将来の健やかな⾃⼰実現
（妊娠・出産・働き⽅等）につながるように・・・

× LINEサポート



「希望するか・しないか」
ではなく

「希望する⼈も・しない⼈も」

当たり前にある市⺠サービスとして―

取組を通じて･･･



【問い合わせ先】
三原市地域企画課
電 話︓0848-67-6011
メール︓chiikikikaku@city.mihara.hiroshima.jp

三原市こども安⼼課
電 話︓0848-67-6061
メール︓kodomoanshin@city.mihara.hiroshima.jp


